
 
 
 
 

 

学びに向かう姿勢 ～区の調査から～ 

校 長  小川  淳  

新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

さて、昨年の１月号では、江東区の「こうとう学びスタンダード定着度調査」の結果か

ら、本校の児童の中でいじめを否定する割合が増加しているというお話をいたしました。 

今回は、同じく江東区の「こうとう学びスタンダード定着度調査」から、児童の学習に

対する姿勢について、読み取れることなどをお伝えしたいと思います。 

 
【肯定的回答の割合を表示 ※とてもそう思う・そう思う を合わせた割合】令和７年度 

「理由を考えながら学習している」児童の割合は区平均とほぼ同じでした。そして、区

の平均値より上回っているのが、「国語や算数の授業で自分の考えを説明している」児童の

割合です。 

多くの教科では、個の取組→少人数での話し合い→全体での検討・確認→個の振り返り

というプロセスで学習が進んでいきます。ここでの「話し合い」や「検討」は学習指導の

指針である学習指導要領で重要視されています。また、本校では、算数科において、自分

の考えをどのように持ち、どのように伝え合うのかということをテーマに４年間研究を続

けています。 

そうしたこともあり、日常の授業では、考えや意見の交流をとても大切にしています。

今回の調査結果は、児童の学習姿勢がわたしたちの目指している姿に向けて育っているこ

とを示しているものだと評価しています。引き続き、考えの説明や意見の交換を通して、

思考を広げ、深めていける学習を目指してまいります。 

 

学習発表会       たくさんのご来場、ありがとうございました。 

 

 

 

 

アンケート項目 本 校(％） 区平均(％）             
問題の解き方が分からない時は、いろいろな方法で考えている。 ８４．１ ９１．２ 
「どうしてそうなるのか」という理由を考えながら学習している。 ７２．２ ７２．９ 
国語の授業で、先生や友達に自分の考えを説明している。 ６８．１ ６５．７ 
本を読んだり、本で調べたりすることが好きだ。 ７０．５ ７２．６ 
算数の授業で、先生や友達に自分の考えを説明している。 ７７．２ ７１．７ 
自分の考えや調べたことをまとめる時に端末は便利だと思う。 ９０．９ ９３．８ 
自分の考えや友達の考えを伝え合う時に端末は便利だと思う。 ８８．７ ８６．９ 

                                  

 



 

 

   

《 》 
1 月 8 日現在 

１月の行事予定 

 

 4 時間授業  ５時間授業 ６時間授業 

A 時程・・・掃除あり 13:10 下校  14:30 下校 15:20 下校 

B 時程・・・掃除なし  14:15 下校 15:05 下校 

 



 

  

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

6 月 25 日現在 

 

 

 

２年担任 久保田 翔伍 
これまで２年生は、保護者の方々の温かなご協力の元、様々な行事を思いきり楽しみ、

一つ一つ成し遂げ、大きく成長してきました。 
昨年行われた学習発表会では、子供たちが発表したい内容を考え、グループごとに体

育の運動を行うことができました。また、他の学年の発表も楽しみながら鑑賞し、次へ
の期待や意欲を感じることができました。 
今月は、生活科で動くおもちゃ作りを行います。１年生を招待し、「おもちゃランド」

を開きます。１年生に楽しんでもらうためにみんなで協力して活動します。 
４月からはいよいよ中学年の仲間入りです。子供たちの成長がとても楽しみです。 
 

学校公開/道徳授業地区公開講座のお知らせ 
 教務部 

３回目となる今回の学校公開では通常授業と合わせ、各学級の道徳授業の公開と講
師による講演会を合わせて行います。 
学校における道徳教育についての理解を深めていただけたらと思います。 

日時：令和８年１月３０日（金） 
１・２校時 通常授業 

３校時 道徳授業 
４校時 児童及び保護者向け講演会 

５・６校時 通常授業 （１～３年生は５校時まで） 
※詳細は別紙学校公開案内をご覧ください。 

    音楽担当 吉川 彩 

歌唱、器楽、鑑賞、音楽づくりの学習を行っています。昨年１１月には、地域の演奏
家の方をお招きした音楽朝会を行ったり、アウトリーチコンサート（４、５、６年生対
象）を開催し、プロのピアニストの演奏を鑑賞する機会を設けたりしました。また、学
習発表会で音楽の学習を発表した学年もありました。 
１月から、高学年は卒業式へ向けて気持ちを合わせ演奏する学習に取り組みます。 
今後も音楽科を通して自分に自信をもって表現できるよう、学習活動を工夫していき

ます。 


